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最新号 Vol. 10 Issue 2（2016 年 6月）には、以下の論文が掲載されています。 
Net mass balance calculations for the Shirase Drainage Basin, east Antarctica, using the mass 
budget method 
Kazuki Nakamura, Tsutomu Yamanokuchi, Koichiro Doi, Kazuo Shibuya 
東南極の白瀬流域における質量収支（NMB）を、積雪涵養量（SMB）と氷河による氷の排出量（IMD）
を別個に推定して定量化した。SMBは RACMO2.1 モデルを用いて推定し、地上測量による沿岸過
大評価量を補正した。白瀬氷河の主流Aにおいて 12.1 ± 1.5 Gt a–1であった。IMDの算出に当たり、
接地線（GL）における標高を、Bamberらによる DEM と比較・参照して決定した。GLにおける氷
厚データは、GLでの標高と氷厚のフリーボード関係から推定したが、その時、実測による青氷領
域の氷密度−深さ分布を参照してフィルン補正を施した。以上から、全 IMD は 14.0 ± 1.8 Gt a–1と推
定され、半経験フィルン圧密モデルを用いても差は 0.1〜0.2 Gt a–1であった。NMB = SMB – IMDは
–1.9 Gt a–1と推定され、不確定性は 2σで±3.3 Gt a–1である。このように不確定性は大きいものの、融
解水の排出量を無視したことを考慮すれば、負の NMB になることは間違いないと考えられる。 
Antibiotic resistance in Escherichia coli strains isolated from Antarctic bird feces, water from 
inside a wastewater treatment plant, and seawater samples collected in the Antarctic Treaty 
area 
Virginia Rabbia, Helia Bello-Toledo, Sebastián Jiménez, Mario Quezada, Mariana Domínguez, Luis 










Observations of vertical tidal motions of a floating iceberg in front of Shirase Glacier, East 
Antarctica, using a geodetic-mode GPS buoy 
Yuichi Aoyama, Tae-Hee Kim, Koichiro Doi, Hideaki Hayakawa, Toshihiro Higashi, Shingo 
Ohsono, Kazuo Shibuya 
白瀬氷河カービングフロント付近の氷山上に測位用 2周波 GPS受信機を設置し、GPSブイとして活
用した。その 30秒毎の 3次元位置を、精度 4—5 cmで、約 25 日間測定した。平滑化した 1時間毎の
上下成分（0.5 cm程度の不確定性を持つ）は海洋潮汐による周期変動を示し、海洋潮汐解析で得ら




Ice berg cracking events as identified from underwater ambient noise measurements in the 
shallow waters of Ny-Alesund, Arctic 
M. Ashokan, G. Latha, A. Thirunavukkarasu, G. Raguraman, R. Venkatesan 
この論文では、夏期間の北極域 Kongsfjorden フィヨルドにおける浅水中の周囲雑音の初期解析から
得られた、氷山の破砕ノイズの結果を紹介する。北半球の夏期間は氷床の融解速度が大きく、また
氷山が海中を可動しやすい。2015年 7月 19日に北極海に面する Kongsfjordenフィヨルドで、海深
50 mの場所の海中 5 m深で周囲雑音が取得された。熱膨張により発達した海氷表面の伸張クラック
により、観測場所の近傍で氷山のカービングと浮き沈みが発生した。スペクトル解析により、氷山
のカービングノイズは 100～500 Hzに、また浮き沈みによるノイズは 200～400 Hzの周波数帯域に、
それぞれ分布することが分かった。 
Stretching out the Australasian microtektite strewn field in Victoria Land Transantarctic 
Mountains 









Response of larch root development to annual changes of water conditions in eastern Siberia 










Growth of an Inshore Antarctic fish, Trematomus newnesi (Nototheniidae), off Adelie Land 
Kélig Mahé, Romain Elleboode, Christophe Loots, Philippe Koubbi 
2003 から 2009年にかけてアデリーランド沿岸で採集したハゲギス 289個体（雌 122 個体・雄 132
個体・未成熟 35個体）の年齢・成長を解析した。雌は全長 13.5～25cm・体重 19.7～174g，雄は全長
12～20.9cm・体重 24.1～144.1gで，全長と体重の関係には，有意な雌雄差は認められなかった。耳
石の解析より，年齢は 3～14歳と推定された。ベルタランフィ成長式より極限体長と極限体重は，
それぞれメスでは 26.6 cmと 200.6 g，オスでは 24.5 cmと 147.0 gであった。成長に関する指数に有
意な雌雄差がなかったが，本種で知られている異型間での差異については否定できない。 
Gray whale sightings in the Canadian Beaufort Sea, September 2014 
Yuka Iwahara, Amane Fujiwara, Keizo Ito, Kazushi Miyashita, Yoko Mitani 
コククジラ Eschrichtius robustus は北太平洋やベーリング海、チャクチ海の生産性の高い浅海域や河
口に分布しており、毎年春になると高緯度海域へ摂餌のために北上回遊する。ボーフォート海東部
のカナダ沿岸海域では本種の発見は非常に珍しいが、2014 年 9月に 3頭のコククジラが発見された。
その内の 1頭の発見位置付近では、海底でベントスを摂餌した証拠である泥の巻き上がりが確認さ
れ、本種がこの海域を摂餌海域として利用していることが考えられた。ボーフォート海西部のアラ
スカ沿岸海域では、1979 年から継続的に広域の海棲哺乳類の分布調査が行われてきたが、今回の発
見海域であるボーフォート海東部のカナダ沿岸海域では分布調査がほとんど行われていないため、
本報告のような偶発的な発見の記録が非常に重要である。 
 
 
